
省

令

平成年月日 月曜日 第号官 報
〇
総
務
省
令
第
五
十
五
号

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
二
十
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並

び
に
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一

号
）
別
表
第
三
の
二
十
一
の
三
の
項
及
び
二
十
九
の
項
並

び
に
別
表
第
五
第
二
十
六
号
の
三
及
び
第
三
十
四
号
の
規

定
に
基
づ
き
、
住
民
基
本
台
帳
法
別
表
第
一
か
ら
別
表
第

五
ま
で
の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
務
を
定
め
る
省
令
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
六
月
一
日

総
務
大
臣

山
本

早
苗

住
民
基
本
台
帳
法
別
表
第
一
か
ら
別
表
第
五
ま
で

の
総
務
省
令
で
定
め
る
事
務
を
定
め
る
省
令
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令

住
民
基
本
台
帳
法
別
表
第
一
か
ら
別
表
第
五
ま
で
の
総

務
省
令
で
定
め
る
事
務
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
四
年
総

務
省
令
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
二
十
四
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
規
定

中
「
第
五
十
三
条
第
七
項
」
を
「
第
六
十
三
条
第
七
項
」

に
改
め
、
同
条
第
三
十
三
項
各
号
中
「
第
三
十
九
条
」
を

「
第
四
十
九
条
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
二
十
九
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
規
定

中
「
第
五
十
三
条
第
七
項
」
を
「
第
六
十
三
条
第
七
項
」

に
改
め
、
同
条
第
三
十
八
項
各
号
中
「
第
三
十
九
条
」
を

「
第
四
十
九
条
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
法
務
省
令
第
三
十
四
号

法
務
省
組
織
令（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十
八
号
）

第
六
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
矯
正
管
区
組
織

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
六
月
一
日

法
務
大
臣

上
川

陽
子

矯
正
管
区
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

矯
正
管
区
組
織
規
則
（
平
成
二
十
五
年
法
務
省
令
第
八

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
号
中
「
、
鑑
別
」
を
削
り
、
同
条
第
三
号

中
「
教
科
教
育
、
特
別
支
援
教
育
、
職
業
補
導
、
訓
練
」

を
「
矯
正
教
育
、
社
会
復
帰
支
援
、
観
護
処
遇
」に
改
め
、

同
条
第
四
号
中
「
死
傷
病
手
当
金
」
を
「
職
業
能
力
習
得

報
奨
金
及
び
手
当
金
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
を
同
条
第

六
号
と
し
、
同
条
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

少
年
鑑
別
所
に
お
け
る
鑑
別
並
び
に
非
行
及
び
犯

罪
の
防
止
に
関
す
る
援
助
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
四
条
第
三
号
中
「
教
科
教
育
、
特
別
支
援
教
育
、

職
業
補
導
、
訓
練
」
を
「
矯
正
教
育
、
社
会
復
帰
支
援
」

に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
死
傷
病
手
当
金
」
を
「
職
業

能
力
習
得
報
奨
金
及
び
手
当
金
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
二
号
中
「
、
鑑
別
」
を
削
り
、
同
条
第
三

号
中
「
処
遇
」
を
「
観
護
処
遇
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号

を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
条
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を

加
え
る
。

四

少
年
鑑
別
所
に
お
け
る
鑑
別
並
び
に
非
行
及
び
犯

罪
の
防
止
に
関
す
る
援
助
に
関
す
る
こ
と
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。第

六
条
第
二
項
中
「
第
一
教
育
担
当
」
を「
教
育
担
当
」

に
、「
第
二
教
育
担
当
」
を
「
支
援
担
当
」
に
、「
か
ら
第
六

号
」
を
「
及
び
第
五
号
か
ら
第
七
号
」に
、「
及
び
第
二
号
」

を
「
、
第
二
号
及
び
第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
の
次
に

次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

少
年
鑑
別
所
視
察
委
員
会
の
庶
務
に
関
す
る
こ

と
。

第
十
六
条
中
「
か
ら
第
四
号
ま
で
」
を
「
、
第
二
号
及

び
第
四
号
」
に
改
め
、同
条
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

鑑
別
に
関
す
る
こ
と
。

二

観
護
処
遇
に
関
す
る
こ
と
（
次
号
に
該
当
す
る
も

の
を
除
く
。）。

三

保
健
、
衛
生
、
防
疫
、
医
療
及
び
薬
剤
に
関
す
る

こ
と
。

四

非
行
及
び
犯
罪
の
防
止
に
関
す
る
援
助
に
関
す
る

こ
と
。

第
十
七
条
第
二
項
中
「
前
条
第
五
号
」
を
「
前
条
第
三

号
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
の
二
第
二
項
中
「
観
護
及
び
鑑
別
に
関
す
る

事
務
」
を
「
第
十
六
条
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
四
号
に

掲
げ
る
事
務
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
第
三
項
中
「
第
十
六
条
第
五
号
」
を
「
第
十

六
条
第
三
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
第
三
項
中
「
か
ら
第
四
号
ま
で
」を「
、
第

二
号
及
び
第
四
号
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

〇
法
務
省
令
第
三
十
五
号

法
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
三
号
）
第

十
条
第
三
項
及
び
第
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

少
年
院
及
び
少
年
鑑
別
所
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
六
月
一
日

法
務
大
臣

上
川

陽
子

少
年
院
及
び
少
年
鑑
別
所
組
織
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令

少
年
院
及
び
少
年
鑑
別
所
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
法

務
省
令
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
の
次
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

七

少
年
院
視
察
委
員
会
の
庶
務
に
関
す
る
こ
と
。

第
五
条
第
二
号
中
「
健
康
診
査
」
を
「
健
康
診
断
」
に

改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
養
護
者
の
生
活
指
導
」
を
「
養

護
の
た
め
の
措
置
等
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

入
院
、
仮
退
院
及
び
退
院
に
関
す
る
こ
と
。

二

特
性
及
び
環
境
の
調
査
に
関
す
る
こ
と
。

三

矯
正
教
育
に
関
す
る
こ
と
。

四

社
会
復
帰
支
援
に
関
す
る
こ
と
。

五

保
安
に
関
す
る
こ
と
。

六

外
部
交
通
に
関
す
る
こ
と
。

七

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
処
遇
に
関
す
る

こ
と
。

〇
文
部
科
学
省
令
第
二
十
六
号

少
年
院
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
五
十
八
号
）
及
び

少
年
院
法
及
び
少
年
鑑
別
所
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律

の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十

号
）
の
施
行
に
伴
い
、
少
年
院
法
及
び
少
年
院
法
及
び
少

年
鑑
別
所
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
文
部
科
学
省
関
係
省
令
の
整
理
に

関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
六
月
一
日

文
部
科
学
大
臣

下
村

博
文

少
年
院
法
及
び
少
年
院
法
及
び
少
年
鑑
別
所
法
の

施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
文
部
科
学
省
関
係
省
令
の
整
理
に

関
す
る
省
令

（
学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部

省
令
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
第
一
号
チ
中
「
少
年
院
法
（
昭
和
二
十
三

年
法
律
第
百
六
十
九
号
）」を
「
少
年
院
法
（
平
成
二
十

六
年
法
律
第
五
十
八
号
）」に
改
め
る
。

（
教
育
職
員
免
許
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

教
育
職
員
免
許
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年

文
部
省
令
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
六
十
七
条
の
表
中
「
少
年
院
法
（
昭
和
二
十
三
年

法
律
第
百
六
十
九
号
）」を
「
少
年
院
法
（
平
成
二
十
六

年
法
律
第
五
十
八
号
）」に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
少
年
院
法
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
七

年
六
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

第
十
四
条
の
二
第
一
項
第
二
号
ハ
中
「
揮
発
油
を
販
売

し
て
い
な
い
こ
と
。」を
、「
揮
発
油
を
販
売
し
て
い
な
い
こ

と
、
か
つ
、
申
請
の
日
か
ら
確
認
計
画
終
了
日
ま
で
の
間

に
、
同
条
の
規
格
に
適
合
し
な
い
揮
発
油
を
販
売
し
な
い

こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
。」に
改
め
、
同

号
ハ
を
同
号
ロ
と
す
る
。

第
十
四
条
の
二
第
二
項
中
「
生
産
揮
発
油
流
通
経
路
」

を
「
主
た
る
生
産
揮
発
油
流
通
経
路
」
に
、「
確
認
揮
発
油

流
通
経
路
」
を
「
主
た
る
確
認
揮
発
油
流
通
経
路
」
に
改

め
る
。

第
十
四
条
の
二
第
三
項
中
「
生
産
揮
発
油
流
通
経
路
」

を
「
主
た
る
生
産
揮
発
油
流
通
経
路
」
に
、「
確
認
揮
発
油

流
通
経
路
」
を
「
主
た
る
確
認
揮
発
油
流
通
経
路
」
に
改

め
る
。

第
十
四
条
の
二
第
三
項
の
表
第
一
項
第
一
号
イ
の
項
中

「
生
産
揮
発
油
流
通
経
路
」
を
「
主
た
る
生
産
揮
発
油
流

通
経
路
」
に
改
め
、
第
一
項
第
一
号
ロ
の
項
を
削
り
、
第

一
項
第
一
号
ハ
の
項
の
上
欄
中
「
第
一
項
第
一
号
ハ
」
を

「
第
一
項
第
一
号
ロ
」
に
改
め
、
同
項
中
欄
中
「
揮
発
油

〇
経
済
産
業
省
令
第
四
十
七
号

揮
発
油
等
の
品
質
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五

十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）第
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

揮
発
油
等
の
品
質
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
六
月
一
日

経
済
産
業
大
臣

宮
沢

洋
一

揮
発
油
等
の
品
質
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

揮
発
油
等
の
品
質
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

（
昭
和
五
十
二
年
通
商
産
業
省
令
第
二
十
四
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号
イ
中
「
揮
発
油
の
流
通

の
経
路
」
を
「
揮
発
油
の
主
た
る
流
通
の
経
路
」
に
、「
生

産
揮
発
油
流
通
経
路
」
を
「
主
た
る
生
産
揮
発
油
流
通
経

路
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号
ロ
を
削
る
。

第
十
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号
ハ
中
「
揮
発
油
を
販
売

し
て
い
な
い
こ
と
。」を
、「
揮
発
油
を
販
売
し
て
い
な
い
こ

と
、
か
つ
、
申
請
の
日
か
ら
生
産
計
画
終
了
日
ま
で
の
間

に
、
同
条
の
規
格
に
適
合
し
な
い
揮
発
油
を
販
売
し
な
い

こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
。」に
改
め
、
同

号
ハ
を
同
号
ロ
と
す
る
。

第
十
四
条
の
二
第
一
項
第
二
号
イ
中
「
揮
発
油
の
流
通

の
経
路
」
を
「
揮
発
油
の
主
た
る
流
通
の
経
路
」
に
、「
確

認
揮
発
油
流
通
経
路
」
を
「
主
た
る
確
認
揮
発
油
流
通
経

路
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
の
二
第
一
項
第
二
号
ロ
を
削
る
。
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